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別
表
第
一
号
注
31
_
中
「2¶

6
9
0
M
H
z以
下

」
の
次
に

「の
周
波
数

」
を
「無

線
局

」
の
次
に「（特

定
ラ
ジ
オ
マ

イ
ク
の
陸
上
移
動
局
を
除
く
。

）」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
号
第
24
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
2
4
デ
ジ
タ
ル
特
定
ラ
ジ
オ
マ
イ
ク
の
陸
上
移
動
局

の
無
線
設
備
の
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
は
、

第
１
か
ら
第
４
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次

の
と
お
り
と
し
、
電
波
の
型
式
に
冠
し
て
表
示
す

る
。

１
1¶
2
4
0
M
H
zを
超
え

1¶
2
6
0
M
H
z以
下
の
周
波

数
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
占
有
周
波
数
帯

幅
が
2
8
8
k
H
zを
超
え
る
も
の

6
0
0
k
H
z

２
１
以
外
の
も
の

2
8
8
k
H
z

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
二
条

前
条
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
不
動
産

登
記
規
則
第
二
百
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の

ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
情
報
を
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局

に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
人
が
復
興
整
備
事
業
（
大
規
模
災
害
か
ら
の

復
興
に
関
す
る
法
律
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す

る
復
興
整
備
事
業
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
実
施
主
体
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
情
報

二

対
象
土
地
（
不
動
産
登
記
法
第
百
二
十
三
条
第
三

号
に
規
定
す
る
対
象
土
地
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の

全
部
又
は
一
部
が
復
興
整
備
事
業
の
実
施
区
域
と
し

て
定
め
ら
れ
た
土
地
の
区
域
内
に
所
在
す
る
こ
と
を

証
す
る
情
報

三

対
象
土
地
の
所
有
権
登
記
名
義
人
等
（
不
動
産
登

記
法
第
百
二
十
三
条
第
五
号
に
規
定
す
る
所
有
権
登

記
名
義
人
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
承
諾
を
証
す

る
当
該
所
有
権
登
記
名
義
人
等
が
作
成
し
た
情
報

（
対
象
土
地
の
所
有
権
登
記
名
義
人
等
の
う
ち
に
そ

の
所
在
が
判
明
し
な
い
者
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
は
そ
の
所
在
が
判
明
し
な
い

こ
と
を
証
す
る
申
請
人
が
作
成
し
た
情
報
）

２

前
項
第
三
号
に
規
定
す
る
情
報
を
記
載
し
た
書
面
に

は
、
そ
の
作
成
者
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
に
係
る
筆
界
特
定

申
請
情
報
の
特
例
等
）

第
三
条

前
二
条
の
規
定
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
七

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
復
興

整
備
事
業
の
実
施
主
体
が
申
請
す
る
筆
界
特
定
の
手
続

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条

及
び
第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
大
規
模
災
害
か
ら
の

復
興
に
関
す
る
法
律
第
三
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
、「
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
第
七
十
三
条
第

一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関

す
る
法
律
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の

施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
日
）
か
ら
施
行

す
る
。

（
不
動
産
登
記
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

不
動
産
登
記
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
五
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中「（
第
二
百
十
一
条

第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」を
削
る
。

第
二
百
七
条
第
二
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を

第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
項

中
「
第
六
号
及
び
第
七
号
」
を「
第
五
号
及
び
第
六
号
」

に
改
め
る
。

第
二
百
九
条
第
一
項
第
七
号
を
削
る
。

第
二
百
十
一
条
中
第
七
項
を
削
り
、
第
八
項
を
第
七

項
と
す
る
。

第
二
百
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
二
百
十
一

条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定

が
準
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
又
は
当
該
場
合
に

お
け
る
こ
の
省
令
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
印
鑑
に
関
す
る
証
明

書
及
び
」
を
削
る
。

（
筆
界
特
定
申
請
手
数
料
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

筆
界
特
定
申
請
手
数
料
規
則
（
平
成
十
七
年
法

務
省
令
第
百
五
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
百
三
十
一
条
第
一
項
」
の
下

に
「
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十

三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
七
十
三
条
第
一
項
又
は

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

五
年
法
律
第
五
十
五
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
加

え
る
。

（
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
附
則
第
二
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
不
動
産
登
記
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」

と
い
う
。）第
二
百
七
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ

き
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
項
又
は
旧
規
則
第
二
百
九
条
第

一
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
提
供
さ
れ
た
情
報
は
、

第
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
一
条
又
は

第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
項
又
は

提
供
さ
れ
た
情
報
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
規
則
第
二
百
十
一
条
第
七

項
の
規
定
に
よ
り
不
動
産
登
記
令
（
平
成
十
六
年
政
令

第
三
百
七
十
九
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
が
準
用

さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
又
は
当
該
場
合
に
お
け
る

旧
規
則
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
規
則

第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
提
供
さ

れ
た
印
鑑
に
関
す
る
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
旧
規
則
第

二
百
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
二
十
号

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

五
年
法
律
第
五
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
不
動

産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
三

十
一
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
百
五
十
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
及
び
東
日

本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
に
基
づ
く
筆
界
特
定
の
申
請

に
係
る
筆
界
特
定
申
請
情
報
の
特
例
等
に
関
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
十
五
日法

務
大
臣

谷
垣

禎
一

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
及
び
東

日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
に
基
づ
く
筆
界
特

定
の
申
請
に
係
る
筆
界
特
定
申
請
情
報
の
特
例
等

に
関
す
る
省
令

（
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
に
係
る
筆

界
特
定
申
請
情
報
の
特
例
等
）

第
一
条

筆
界
特
定
（
不
動
産
登
記
法
第
百
二
十
三
条
第

二
号
に
規
定
す
る
筆
界
特
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の

申
請
人
が
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
第

三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
筆
界
特
定
の
申

請
を
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
不
動
産
登
記
法
第
百
三

十
一
条
第
二
項
第
五
号
の
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
不
動
産
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十

八
号
）
第
二
百
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

か
、
申
請
人
が
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法

律
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
申
請
を
す

る
者
で
あ
る
旨
と
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
九
号

高
圧
ガ
ス
保
安
法（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）

第
五
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
設
備

検
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
五
年
八
月
十
五
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

特
定
設
備
検
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

特
定
設
備
検
査
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
通
商
産
業
省
令

第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
中
「
打
刻
し
鋳
出
し
」
を
「
打
刻
、鋳
出
」

に
改
め
、「
行
う
も
の
と
す
る
。」の
下
に
「
た
だ
し
、
ラ
イ

ナ
ー
に
周
方
向
の
み
又
は
軸
方
向
及
び
周
方
向
に
樹
脂
含

浸
連
続
繊
維
を
巻
き
付
け
た
複
合
構
造
を
有
す
る
圧
力
容

器
を
使
用
し
た
特
定
設
備
に
同
項
の
表
示
を
す
る
と
き

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
そ
の
順
序
で
明
瞭
に
、

か
つ
、
消
え
な
い
よ
う
に
打
刻
し
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
箔
を

当
該
特
定
設
備
の
圧
力
容
器
胴
部
の
外
面
の
見
や
す
い
箇

所
に
取
れ
な
い
よ
う
に
貼
付
す
る
こ
と
そ
の
他
の
保
安
上

支
障
の
な
い
方
法
に
よ
り
、
当
該
事
項
を
そ
の
順
序
で
当

該
特
定
設
備
の
見
や
す
い
箇
所
に
明
瞭
に
、
か
つ
、
消
え

な
い
よ
う
に
表
示
を
す
る
こ
と
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。」を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
十
四
号

家
計
調
査
規
則（
昭
和
五
十
年
総
理
府
令
第
七
十
一
号
）

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
家
計
調
査
の
調
査
地

域
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
家

計
調
査
の
調
査
地
域
を
定
め
る
等
の
件
（
昭
和
五
十
年
総

理
府
告
示
第
三
十
五
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別

表
鳥
取
県
の
項
の
改
正
規
定
は
同
年
二
月
一
日
か
ら
、
同

表
北
海
道
の
項
の
改
正
規
定
中
「
滝
川
市
」
を「
深
川
市
」

に
改
め
る
部
分
及
び
岐
阜
県
の
項
の
改
正
規
定
は
同
年
三

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
十
五
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

別
表
北
海
道
の
項
中
「
稚
内
市
」
を「
留
萌
市
」に
、「
滝

川
市
」
を
「
深
川
市
」
に
改
め
、同
表
新
潟
県
の
項
中「
小

千
谷
市
」
を
「
魚
沼
市
」
に
改
め
、
同
表
岐
阜
県
の
項
中

「
瑞
浪
市

飛
騨
市
」
を
「
飛
騨
市

海
津
市
」に
改
め
、

同
表
愛
知
県
の
項
中
「
武
豊
町
」
を
「
高
浜
市
」に
改
め
、

同
表
鳥
取
県
の
項
中
「
智
頭
町
」
を
「
境
港
市
」に
改
め
、

同
表
備
考
中
「
平
成
二
十
四
年
八
月
十
三
日
」
を
「
平
成

二
十
五
年
八
月
十
五
日
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
十
五
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
を
実

施
す
る
た
め
、
昭
和
六
十
一
年
郵
政
省
告
示
第
三
百
九
十

五
号
（
陸
上
移
動
業
務
の
無
線
局
、
携
帯
移
動
業
務
の
無

線
局
、
簡
易
無
線
局
及
び
構
内
無
線
局
の
申
請
の
審
査
に

適
用
す
る
受
信
設
備
の
特
性
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
十
五
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

第
十
九
項
の
表
中
「
五
〇
〇
kHz
」
の
下
に「（
送
信
装
置

の
占
有
周
波
数
帯
幅
が
二
八
八
kHz
を
超
え
六
〇
〇
kHz
以
下

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
八
〇
〇
kHz
）」を
加
え
る
。
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